











































情な侵犯者でさえも、全くそれをもたないことはなしり (Smith，A.; The 













































-V- r carry us beyond our own person (M. S. p. 9) 
①(表出の正確な認知) ichan酔向山cywi山 her (M. S. p.l0) 












lenter into his body 




go along with his sensation (M. s. p.l0) 
form same idea of his sensati on 引用文)
bring the case home to [us] (M. s. p.l0) 
be affected by what he feels (ibid.) 
feel something which is not altogether 



















































































































































































































とし、要求するところは、それだけで、十分J (M. S. p. 22)なのである O
ここにわれわれは、互いの立場の相違を超えて立脚すべき、共通な市民
社会的地盤を見出す。その地盤の上で感情の適正点すなわち「中庸 medi.
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二章で、 praiseとpraise-worthi nessの区別、および blameとblame-
worthinessの区別を行い、たとえ人聞は現実にはpraiseを求め、 blame
を避けるとしても、客観的な価値論からすると、 praise-worthi nessを
求め、 bl ame-worthi nessを避けなければならないとしている。
(23) Cf. M. S. pp.12-13. 
(24)傍観者が当事者の感情に移入しようとする努力の側に、素直な、優しい、
愛すべき徳が成立し、逆に当事者が傍観者に調子を合わせようとする努
力の側に、偉大な畏敬すべきかっ尊敬すべき徳が成立する。 (Cf.M. S. 
p.23) 
(25) M. S. p. 2. 
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